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産
業
の
一
〓
―
ト
レ
ン
ド
が
拓
く
富
山
の
末
来

私
は

抑
世
紀
が
「
経
済
の
世
紀
≡

「技
術

の
世
紀
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
は

引
世
紀
が

「
人
間
の
世
紀
」

「文
化
の
世
紀
」
に
な
る
と

考
え
て
い
る

グ
ロ
ー
パ
リ
セ
ー
シ
ョ
ン
が
進

め
は
進
む
ほ
ど

人
々
は

自
ら
の
存
在
承
残

を
「
人
間
価
値
」

「
文
化
価
値
」
に
求
め
る
よ

う
に
な
る
か
ら
で
あ
る

■
山
は

自
然

文
化
■
ス
産
崇
な
ど
の
「■
」

の
源
泉
を

「
山
」
ほ
と
ヽ
つ
地
域
で
あ
る
。
と

０
わ
け
私
が
強
く
印
ａ
に
受
け
る
こ
と
は

「い

い
人
」
が
多
い
こ
と
で
あ
る

８
山
は

倒
お

的
な
擢
済
人
を
多
く
な
出
し
て
き
た
し

学

力
も
上
位
を
占
め
て
き
た

か
わ
て
か
ら
住
み

よ
い
土
地
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
位
日
し

毬

山
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
「い
い
人
」
が
察
う
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る

技
術
は
，
ｃ
れ
ま
で

産
集
の
回
藤
醸
争
力

の
強
化
に
況
献
し
て
き
た

日
本
も
そ
の
成

長
担
程
で
企
業
の
技
術
力
を
高
め

新
規
の

研
究
開
発
を
進
め

産
官
学
の
交
流
を
促
五

し
て
き
た
が

そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は

口
摩

質
場
に
お
い
て
比
較
便
他
な
状
態
を
お
く
こ

と
に
お
っ
た
。

し
か
し

今
や
授
怖
は
そ
れ
を
超
え
て
人
間

の
機
能
を
向
上
し

精
神
的
な
充
足
を
も
た

ち
し

生
活
を
控
か
に
す
る
こ
と
に
そ
の
発
展

方
向
を
移
し
く
り
六宅
こ
の
傾
向
は
承
山
の
「人
」

と
「盲
」
を
生
か
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る

電
子
通
伯
相
報
機
怖
（
１
０
Ｔ
）
は

先
す

医
療

介
ほ

健
康
な
ど
の
分
野
を
実
退
さ
せ

る
可
能
性
を
も
つ
。
医
療
上
の
じ
寂

墳
〓

手
術
な
ど
は

ｌ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
に
よ
っ
て
正
使

性
と
安
全
性
を
回
樹
的
に
高
め
て
い
る

欧

米
の
先
進
企
菓
は

取
っ
て
医
療
機
器
の
内
発

に
取
り
組
ん
で
い
る

日
本
で
は

他
の
欧
米

先
進
国
に
先
駆
け
て
高
競
化
が
進
み

一方
介

題
従
事
者
が
不
足
す
る
と
な
れ
ば

入
溶

移

動

ま
事
な
ど
の
支
援
介
麓
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

は
不
可
央
で
あ
る
。
雷
山
県
で
生
産
さ
れ
て
い

る
意
し
の
ロ
ボ
ッ
ト
「Ａ
□
」
は
内
外
て
好
予

で
あ
る
。

１
６
Ｔ
の
進
歩
は

産
業
と
文
化
の
憩
合

を
も
た
ら
す

電
子
通
信
情
報
お
一的
の
進
歩
は

パ
ー
チ
ャ
ル
で
あ
う
な
が
ら
ア
ナ
ロ
ク
に
Ｒ
け

な
い
悪
性
的
な
表
現
を
可
鶴
に
す
る

向
者
ヒ

今
や
相
兵
勇
ほ
の
過
程
に
入
っ
た

窪
楽
と
文
化
の
神
合
は

ま
す
画
い
や
，
１

ビ
ス
の
文
化
価
値
の
高
度
化
に
表
れ
る
。
授

術
の
進
歩
に
よ
う
て
性
能
や
島
質
の
差
臭
が

な
く
を
っ
て
く
る
と

消
Ｒ
者
は

デ
サ
イ
ン
の

魅
力

患
忙
へ
の
副
油
な
ど
で
選
好
す
る
よ
う

に
な
る
。
自
動
車

策
ａ
製
品

張
存
ｔ
花

フ

ア
ツ
シ
ョ
ン
な
ど
は
そ
の
奥
型
で
あ
る
　
Ｏ
Ａ

Ｄ
や
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
進
歩
は
そ
■
に
応
え
る
ツ
ー

ル
を
捉
供
し
て
く
れ
る
。

世
界
中
で
日
本
４
，
イ
′
ハ
か
続
り
ぐ
い
０
が

こ
れ
も
日
本
の
口
連
授
編
や
感
性
の
道
化
の

お
凛
で
あ
る
。
都
市
間
の
廟
争
が
激
し
く
な
う

て
い
る
が

都
市
の
テ
ザ
イ
ン

文
化
性

住
う

好
さ

活
力
な
ど
が
世
界
の
人
々
を
恵
き
付
け

る
要
家
と
な
っ
て
い
る

ま
た

ｉ
Ｃ
Ｔ
は
文
化
表
現
を
多
糠
化
す
る

日
本
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
ツ
フ
ト
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は

世
界
中
の
若
者
を
魅
了
し

破
画

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

演
剰
な
ど
で
も
パ
ー
チ
ャ
ル

ま
観
を
大
幅
に
取
，
入
れ
て
い
る
　
１
９
８

０
年
代
ほ
か
ら
原
宿
と
並
ん
で
渋
谷
が
ギ
ャ

ル

フ
ア
ツ
ン
ョ
ン
の
メ
ッ
カ
と
な
０

彼
す
違

は
マ
ル
チ

ブ
ラ
ン
ト
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
「十
人
十
色
」
な
ら
ぬ
〓
人
十
色
」
の
フ
ァ
ッ

ン
ョ
ン
を
案
し
ん
で
い
る

さ
ら
に

ｉ
Ｃ
Ｔ
は
文
化
の
伝
選
手
段
を

高
度
化
す
る
。
主Ｅ
楽
に
し
て
も
映
像
に
し
て
も

ス
テ
レ
オ
や
Ｏ
Ｖ
Ｄ

ス
ー
パ
ー
ム
イ
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
の
表
現
が
格
残
に

向
上
し
た

加
え
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

よ
る
嫌
壊
通
信
の
発
連
は

文
化
へ
の
ほ
破
機

会
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
は
そ
の
ほ
か
線
々
な
分
野

で
人
的
検
能
の
売
案
や
生
活
の
質
の
向
上
に

Ｒ
は
す
る
に
違
い
な
い

例
え
ほ

激
青
の
手

法
や
機
会
の
多
様
化

』
間
の
効
率
的
な
活
用

目
林
と
頂
坂
の
保
全

観
光
検
能
の
拡
充

費

全
と
安
わ
の
確
保
な
ど
で
あ
る
。

こ
「
ら
の
規
怠
は

索
約
し
て
い
え
ば

産

養
社
会
の
イ
フ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
抑
世
紀
型
の
供

始
先
行
型
か
ら
御
世
紀
型
の
揺
雲
議
発
型
に

移
行
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る

ま

さ
に
「
好
ま
れ
る
も
の
を
劇
る
≡
こ
と
へ
の
先

戦
で
あ
る

こ
の
傾
ｎ
は

人
間
が
主
導
す
る
も
の
な
の

で
あ
る

「
人
」
を
大
切
に
し
て
い
る
宮
山
県

は
こ
の
点
で
に
位
に
立
つ

私
は

■
山
県
が

一ｔ
，
し
た
置
束
の
ニ
ュ
ー
ト
レ
ン
ド
を
輝
え
て

断
し
い
イ
フ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
先
導
し

そ
の
茉

来
を
塙
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る

福
川

伸
次
さ
ん
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H国十ヽませちき人

nD套芸"
京
Ｆ
と
〔
出
早
た
０
★
昂
拒
三
つ
い
〓
ｉ
れ
つ
い
て
あ
る

一
と
や
言
，
ァ
ン
悼
■
部
三
Ｓ
交
流
会
」
小

７
月

■
に

一
Ａ
一
に
ヽ

ア
■
，
●
一Ｐ
ン
イ
ン
青
山

一
京
≡
≡
て

」
ｉ
名
の
■
見
の
皆
■
の
す
加
の
も
と
種
大

に
的
と
さ
■
ｉ
ｔ
ｉ

≡
≡
円
て
は

■
ｔ
ｔ
世
市
Ａ
■
■
ま
●
ｔ
な
う
力
た
方
，
を
紹
介
し
た
ほ
よ

「
豆
マ
ク
ロ
」
や

一
シ

●
Ｔ
ヒ

一
ｉ
卜
し
０
こ
山
●
十
４
■
食
”
，
■
，
た
「
口
や
地

迫
た
京
≡
し

▲
■
，
の
吉
椋
に
ｉ
山
の
い

■
把
Ｌ
し
て
い
ｔ
ｔ
ｉ
イ
■

，
　
万
ｒ
に
ョ
■
ｔ
ｉ
的

５
≡
Ｌ
■
■
■
，
く
い
た
た
〓
ま
し
，

員束||

前世話人の首草紹介

中沖:里手F

同会接り

,1

石Ⅲ知事

痢宮接Jケ

鹿,標 謀食謀長

お4しの言案

綿畳 民輔 氏

寛 f

宮穫祭試「謀員

接 リ

い言い=承 山ほからのお知らせ新入=民 の営椋紹介



とやまの人づくり事業の紹介

◆第27回 の受賞者●

東
北
大
学
電
気
速
ほ
師
基
所
助
教

吉
回

真
人

氏

学
術
研
究
部
門
Ｒ
伝
言
編
〓

間
山
大
学
病
院
週
伝
子

細
砲
治
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　
助
家

回
澤
　
大

氏

学
術
研
究
部
門
需
に
科
宮

宮
田
大
学
大
学
院
医
学
票
学
研
究
部

准
叡
捜

恒
枝
　
宏
史

氏

学
術
研
究
部
門
ラ
オど
ラ
乙

高
岡
市
万
葉
理
費
壊

確
携
師
現
民

新
谷
　
秀
夫

氏

発
明
発
見
部
門
こ
物
工
ど

雷
山
県
立
大
学
工
学
部

准
象
規

尾
仲

宏
康

氏

学
術
研
究
部
門
臼
支
ど

とやま,と は

「とやま質"ま富山県の田県百年を記富し富山県の相束を担う有為を大材の高成に資する目的をもつて昭和ら9年に

割歓され 今回て27回目を迎えました

費賀Ⅲ最書は 宮山県出身者又!と奮山県内在に者とし ,術 研究 発明発見 芸術文化及びスメーツの分野において顕

著な葉線を挙|テわつ 相来の活超が期待される個人ヌは団体を対黛としており 県内外てお躍されている方を表彰し そ

の活動を空励しております

今年度の贈皇式及び:3を議演会は 5月26日 (水)1こ富山国際会線ワ インホールて行われ ■術研究部円て4も 発明

発見部再て1者の 計5この方々がヨ営されました。

口贈呈式

◆あいさつ/理 事長 中 沖 畳

◆遣号経過報告/遣 考委員長 全 同 祐 ―

◆「とやま質」贈呈

◆祝辞/富 山県知事 石 井 隆 ―

富山県議会議員 鹿 熊 正 一

今各受自書の言菜

■記念誇演会

●講 師

高橋 卓志氏

(京敷法人 神 宮寺代表役自 住 楢)

◆演 題

「より添うJということ



、当倶本部?会 景?旨 様などにご協力をいただきながら行つた事業を紹介いたします。)

子どもたちにいろいろな可能性を秘めた夢を数多く持ってもらい 自分の将

来について考えてもらうため 】マ来の夢を言いたlT文を雰集し 優秀舌を缶分

野の第一人舌のもとに派遣する事業です

今年度は 1051TI品の応暑がありその中から選ばれた5名の子どもたちに

車休み期間中 夢に一歩近づいてもらうために 短期入門してもらしヽました

小学生の部

射水市立作通J■ 薇6年 高瀬 伊 言さん

「旗群の体力と頭硝て火から人を守る

消防土になりたいJという夢を抱きなが

ら富同豊彦さん(東京消防庁窮六消防方

面本部消防lt助機動部材 ′ヽイバーレス

キユー)に短期入門しました。

高田市立福岡小学校S年 坂本 塁 どん

「世界中の焚言から人を助けるレス

キユー隊員になけたいJという夢を抱き

ながら窪同畳彦さん (東京消防庁第六

消防方面本部消防激助機動部隊 ハイ

バーレスキユー)に短期人円しました。

雷山市立費日J 学ヽⅢ6年 空 間 南 優さん

「人をぼ動させる日本一のフイギュア
スケート選手になりたいJという夢を抱
きながら同島功治さん(明治神宮外宛
フイギユアスケートクラブ)のもとに短
期入門しました。

中学生の部

古山市立兵羽中学校2年 東山つほみさん

「日境なさ医師団に入つて 世界にい

る多くの人の命を助けたいJという夢を

抱さながら大友仁さん (J CA国 際軍急

援助際)のもとに短期人用しました。

ど山大事
麒 海 馨 伊野 th高 さん

「対話を通して心を救う心理学者にな

りたいJという事を抱きながら流上凱令

さん (放送大学兵庫学習センター)に短

期人用しました。



～督横からのメッセージの一部紹介～

今年度の会員交流会(7月20日 (火)開催)のご察内にあわせて

旨梅からいたださましたメッセージを 当財団のホームベージ

(httpi〃www t―hito orjp/ran/main1 0‐01 htmけ↓=掲朝させ
ていたたいております。「密山県への助言Jの一言「をご紹介します。

ヨンバクトラティつくり r"

部市つくりをよリーロに進ど

せて下さい

' Sるごと文字Brは 文字た

けてはなく広く文芸全般につ
いてのほ密を口B41します

々【けOIEイヒの崎代 日本全

国わ回したんて気市ちあrぃ

をつと壇自にたとしていくへ

言たとgい ます

な山はもつと自博してくたさい

H I E ,原 と宮遺回切てのリツ
ートイヒ(R期 鳩こイいをはわ
るへさ 長8活 このわ架 方
イドツテーの売奏など

北磨第一の大■台都市a山

JI成をめざした観市つくりを

章明に行う出すこと

ヨ~ロ ンA'ル ブスのような

国瞬山こコ市として観しまれ

るようになれ `=亀 らしい

とくの中国わら■的に足を

入れ 栞京(こ0う ような流れ

が浸まれ!rよい

スポーツ後Iいである日が
打しtt

スメーッ ="ヒ =術 文イヒ活
動にもつと力を入れてもらい
たい石ⅢⅢは■■も少なくなり

日本一 水 ネ nが おいしい

tlLみよいいてすから 口光と

おtt力 を入■てくたさい

とは言山R大 てあることを
いつも自tBしてい.‐す

外国人向きのJえ カイド図=
になHH県内の3防 史町察内
に努力 (出規社への営業努力

をど)すること

旬向きなな山穴民の方'に

日=お こ■力うなもへさ道

を,そ tつ て示,,十 レンシ

を哺0し ています

天PAの「生け“|と言われて
いると山鴻をも,ど 活用し
PRして 打小らの観光gを 増
やす勢力が必要てす 山海の
夕「rど合わせ 四学を通した十お
こて,し サを回0し ています

醇田県t瓶 力して ,,HEに
ある大平)半と日本,お 自な
や支化の章車らしきを買E
したちどうてしょうか
石 =山 `ユ 山 口河 4tど

山モ 宝ほ"t申 ち" し ら

すとしらえlr  t !またるいわ

があるなど

震■おら向菌わら■山へ係を

したい方 は々択山いら,しゃい

ます

食(写節慰描れる品の紹介)

,震 品 1木彫り 壊り効他)

限光地 1温筑 宿泊克 価格)

をlFりとんたE光 ルートを
作成する

潟【日"蜀 に,1すた陶草お

印用物がいに有ればチカに

係をしやすくなる

良い所力“ ,ヽは いあるのて'

R方をを■えてみては 自体
口わなどころをゆるキャラて
アピールするとカ

宮山のイメーシアップに担当
努力され ■研口に■山のイ
メーツが良くなつているよう
に思います よリー8記 なつ
ていたたければ

宮山のお力をしつと全国にア

ビールすへご 環東 大願と

いう大部市四わら通いとい

う先入田があサ Rど が充分

配知されていないと思われる

巨近 飛い選済□との観光=

流が力菫(Dい ているか
(全

栗観光に力点を口言 加えて

を増の物産 ■理をPRして下

さい 空 隆ttに 一段と便

利にな,ており 航と 死要を

はしたい

,く の京nり 8旧 て臨わった合口宝五=

磨力い人の“をきうに兵尿



Qcoico

首部目在住の若者ネットワーク「acoico(ア コイコ)」

県ては 首都口に在住している20～ 30歳代の富山県出身者及び同山県を受する方のゆるや

かなネットワークoco coを支援しています。
「あこいこまti)―Jという富山弁が由来のacoにoほ 県出身の若者等の交浣の促進を目的に

富山を愛する有志によリポランティアで運営され 様々な若者同士の交流会や知事との意見交

換会などを開催しています。
2局 26日 (■)にtまaco co最大の支流イベントである「aco ccにs201lJがホテルフロラン

オン青山(東京苫'港区南自山4均 753)で 17時から開催されます。loo2011の詳細なとイヘシ

ト情報や富山関連情報をメールマカランで配l_していますので 是非 ご登録くださし、登録はこ

ちらから一acoicoH P(http 77aco co nct7pc ndex htm)

(関い合わせ売〉

acoにo事務局(富山県知事政策局管理担当)

干[L1076-4444494

あ な た の 応 援 で 富 山 県 を 元 気 に ! 一

元 気 と や ま 応 援 奇 的 金

一

「元気とやま応援奇附全 |〕るさと納税)Jに

富山県に6附 をさllると 所 得税や住民税が軽減

される制度です.

皆さんからいたたいたう的は  「元気とやまの

創造|の ために大切に活用させていたたきます

る0さ と富山県の人づくり 地 域つくりを応拝

したいという皆さんの思いをカタチにしてみませ

んか

(闇い合わせ売)

富山県税務課 元 気とやま応援寄附金担当

「EL1076-444-3173

富山県HP hitp:′/www pref tOyamatp′

「元気とやま応援寄附金Jをクリツクしてくたさい

◇所鴛税 住民税の軽瀬例

おヨ坦入700万円て4人ヨ藤は 田 子ど●2人 )の方lr O万円岳的されると

扇旧苺tと 民a″ 5 0oo円電ヌされ 実“口`■ 把t4700円 となります



間台先

TOYAMA FAN CLUB

■事務局
財団法人 百山県ひとづくり財団
予9300018 自 山県富山市千蔑町15」  富 山賄 鵡 館2階
TEL676 4Z4 2000/● AX376 1442001
Emol■ oyamoOthた oo「"p http〃ww抑"t hto o「,P

■連絡所
目山県東京事務所
予1020093 東 京都千代日区平河町263 都 道府県会館,3悟
TEL03 5212 9030/● AX03 5212● 0を9

自山県大阪事駒子
■5500064 大 働岳大阪市西区翻本田卜915 近 畿言山会館3階
TEL06 6445 231,/FAX06 64452611

君山県名古屋事務所
■4600008 愛 劇県名古屋市中区栄411 中 日Llし4階
TEL05み 2614237/FAX052 263 7308

(2010年 12月発行)


